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▲個人の人権が尊重される社会へ

▲混乱をまねく大量の廃棄物

野北  知見

大瀧  金三

問　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
、

男
性
、
女
性
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

な
ど
個
人
の
人
権
を
尊
重
す

る
政
策
で
あ
る
。
本
町
が
目

指
す
、
人
権
尊
重
社
会
の
実

現
に
も
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答　

社
会
的
、
文
化
的
に
つ

く
ら
れ
て
き
た
性
差
や
社
会

慣
行
、
人
権
侵
害
が
今
な
お

存
在
し
て
お
り
、
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
社
会
へ
向
け
て
努
力

す
る
こ
と
が
、
人
権
尊
重
社

会
の
実
現
に
果
た
す
役
割
は

大
き
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

女
性
管
理
職
登
用
に
つ

い
て
、
制
度
の
平
等
は
、
ほ

ぼ
整
っ
て
い
る
が
、
結
果
は

平
等
に
つ
な
が
ら
な
い
場
合

一

般

質

問

日本共産党

公明党

ジェンダー平等社会は

災害廃棄物処理計画の策定を

人権尊重社会の実現に重要

令和３年度に策定予定

町　長

藤原理事

ここを　  うここを　  う問問町政

問　

阪
神
淡
路
大
震
災
を
教

訓
に
、
震
災
廃
棄
物
対
策
指

針
が
出
来
て
22
年
に
な
る
。

　

本
年
７
月
上
旬
に
九
州
や

中
部
地
方
を
襲
っ
た
豪
雨
に

よ
る
被
害
で
、
約
56
・
２
万

ト
ン
も
の
災
害
廃
棄
物
が
発

生
し
た
。
沿
岸
部
に
位
置
す

る
町
と
し
て
、
南
海
ト
ラ
フ

巨
大
地
震
な
ど
に
備
え
、
災

害
廃
棄
物
処
理
計
画
の
策
定

が
急
務
で
あ
る
。

答　

災
害
廃
棄
物
処
理
計
画

は
、
災
害
時
に
発
生
す
る
廃

棄
物
を
適
正
か
つ
円
滑
・
迅

速
に
処
理
し
、
住
民
の
生
活

環
境
の
保
全
と
円
滑
な
復

旧
・
復
興
に
資
す
る
こ
と
を

▲利便性の高い中央公民館

▲視覚障がい者のために音響付き信号機を

大北  良子

河野  照代

問　

行
政
と
指
定
管
理
者
に

よ
る
連
絡
会
な
ど
の
頻
度
と
、

主
な
内
容
は
。
ま
た
会
議
録

は
あ
る
の
か
。

答　

行
事
な
ど
の
情
報
交
換

の
場
と
し
て
、
生
涯
学
習
グ

ル
ー
プ
が
所
管
す
る
施
設
の

連
絡
会
を
毎
月
開
催
し
て
い

る
。

　

会
議
録
は
作
成
し
て
い
な

い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
の

記
録
は
作
成
し
て
い
る
。

問　

中
央
公
民
館
で
の
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
る
貸
し
部
屋
業
務

の
対
応
策
は
。

答　

国
お
よ
び
全
国
公
民
館

連
合
会
な
ど
か
ら
示
さ
れ
た

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、

問　

社
会
的
弱
者
と
言
わ
れ

る
高
齢
者
・
障
が
い
者
だ
け

で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
人
の

生
活
の
質
の
向
上
の
た
め
に

は
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で

の
社
会
環
境
整
備
が
自
治
体

の
重
要
課
題
で
あ
る
。

　

例
え
ば
本
町
に
は
視
覚
障

が
い
者
用
の
音
響
付
き
信
号

機
が
一
基
も
な
い
。
施
策
の

一
つ
と
し
て
音
響
付
き
信
号

機
を
設
置
す
る
計
画
は
。

答　

設
置
の
必
要
性
は
改
め

て
認
識
し
た
。
人
に
や
さ
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
中

で
新
た
な
課
題
と
し
て
、
前

向
き
に
検
討
す
る
。

問　

相
談
業
務
に
お
い
て
、

例
え
ば
24
時
間
、
３
６
５
日

一

般

質

問

無所属

新政会

中央公民館での対応は

社会的弱者への環境整備は

ガイドラインに基づき対応

関係機関と連携し進める

武田理事

町　長

対
応
が
可
能
な
窓
口
機
能
を

持
た
せ
る
。

　

法
人
後
見
の
事
業
を
進
め

る
な
ど
、
障
が
い
者
や
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
が
安

心
で
き
る
相
談
窓
口
を
整
備

す
る
た
め
、
社
会
福
祉
協
議

会
、
総
合
相
談
窓
口
と
の
連

携
を
図
る
べ
き
で
は
。

答　

現
状
で
は
人
材
や
財
政

の
問
題
が
あ
る
。

　

一
つ
の
窓
口
だ
け
で
は
対

応
で
き
な
い
の
で
、
あ
ら
ゆ

る
機
関
・
分
野
と
の
連
携
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

問　

通
学
や
仕
事
を
し
な
が

ら
家
族
の
介
護
・
看
護
を
す

る
18
歳
以
下
の
子
ど
も
た
ち

（
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
）
が
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
町
で
も
こ
の
存
在
を
早

期
に
発
見
し
、
解
決
す
る
教

育
現
場
で
あ
る
べ
き
で
は
。

答　

小
中
学
校
で
は
、
家
庭

訪
問
を
し
、
配
慮
が
必
要
な

事
項
に
つ
い
て
調
査
や
聞
き

取
り
を
し
て
い
る
。
変
化
が

み
ら
れ
る
子
ど
も
に
つ
い
て

は
、事
情
を
聴
き
と
る
な
ど
、

き
め
細
や
か
な
対
応
に
努
め

て
い
る
。

管
理
者
に
遵
守
す
る
旨
を
依

頼
し
て
い
る
。
会
議
室
な
ど

は
、
定
員
の
50
％
以
下
の
利

用
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
運
動
や
歌
唱
な
ど

の
利
用
に
つ
い
て
は
更
な
る

定
員
の
規
制
を
し
て
い
る
。

問　

感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
改
訂
の
頻
度
は
。

答　

本
年
６
月
、
10
月
、
12

月
の
３
度
改
訂
し
て
お
り
、

そ
の
都
度
利
用
者
に
周
知
し

て
い
る
。　

コ
ロ
ナ
禍
の
救
急医

療
体
制
は

か
か
り
つ
け
医
に

相
談
を

町
長

問　

以
前
か
ら
あ
る
発
熱
外

来
の
状
況
は
。

答　

か
か
り
つ
け
医
に
電
話

な
ど
で
問
い
合
わ
せ
、
診
療

検
査
が
可
能
な
ら
受
診
で
き

る
。
相
談
に
迷
う
場
合
は
、

発
熱
等
受
診
相
談
セ
ン
タ
ー

か
県
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
す
る
こ
と
に
な
る
。

問　

年
末
年
始
や
休
日
、
夜

間
の
診
療
体
制
の
変
更
は
。

答　

従
来
か
ら
の
変
更
は
な

い
。

が
多
い
。
そ
の
た
め
の
政
策

と
し
て
国
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
き

た
が
本
町
で
は
。

答　

女
性
リ
ー
ダ
ー
育
成
研

修
な
ど
、
当
該
職
員
が
能
力

を
発
揮
で
き
る
よ
う
職
務
に

関
す
る
知
識
や
経
験
の
向
上

を
目
的
と
し
た
研
修
や
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
る
。

包
括
的
性
教
育
を

教
科
横
断
的
な
視
点

で
取
り
組
む

教
育
長

問　

国
は
２
０
２
１
年
度
か

ら
、新
た
な
性
教
育
授
業「
生

命
（
い
の
ち
）
の
安
全
教
育
」

を
導
入
す
る
方
針
で
あ
る
。

包
括
的
性
教
育
に
よ
り
正
し

い
知
識
を
得
る
こ
と
は
、
自

身
の
み
な
ら
ず
他
の
人
も
思

い
や
り
、
人
権
尊
重
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
。

答　

性
教
育
は
学
活
を
中
心

に
生
活
科
、
理
科
、
保
健
体

育
な
ど
、
教
科
を
ま
た
が
り

教
科
横
断
的
な
視
点
で
取
り

組
み
、
学
ぶ
こ
と
で
、
命
の

大
切
さ
や
人
権
尊
重
の
意
識

の
醸
成
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

目
的
と
し
て
、
策
定
す
る
計

画
で
あ
る
。本
町
と
し
て
は
、

令
和
３
年
度
に
策
定
す
る
予

定
で
あ
る
。

プ
ラ
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル

強
化
は

分
別
回
収
は
継
続

藤
原
理
事

問　

政
府
は
令
和
元
年
５
月

に
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循

環
戦
略
を
策
定
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
法
の
対
象
外
だ
っ
た

プ
ラ
ご
み
も
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
資
源
と
し
て
回
収
す
る
方

針
案
が
出
さ
れ
た
。
町
の
回

収
方
法
は
、
一
括
回
収
か
分

別
回
収
か
。

答　

政
府
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
も
合
わ
せ
て
回
収
を

求
め
て
い
く
予
定
で
、
具
体

的
な
回
収
ル
ー
ト
な
ど
に
つ

い
て
、
現
在
、
検
討
さ
れ
て

い
る
。

　

町
で
は
、
今
後
も
現
状
の

分
別
回
収
を
継
続
し
な
が
ら
、

国
の
方
針
を
注
視
し
回
収
方

法
な
ど
を
検
討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

▼
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整

備
に
つ
い
て


